
　　　　

2026 年 4 月 1 日

8 時 45 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 地域のイベントに参加することがありますが、希望者のみです。

（別添資料１）

家族支援
療育場面に保護者も同席していただき、療育の中で見つかった課題などについ
てご説明します。月１回、自由参加型の保護者交流会を開催しています。

移行支援
必要に応じて、サポートノート作成の援助、就園先・就学先と連携を行い
情報共有を行います。

地域支援・地域連携
必要に応じて、幼稚園・保育園・医療機関と情報共有や連携を行い、お子さん
を取り巻く環境すべてで一貫した関わりを行えるよう努めています。

職員の質の向上
週１回以上の事例検討会議、年３回の内部研修、外部講師による研修に加
えて、法人研修、障害福祉に特化したe-ラーニングを導入し、職員の質の
向上に努めています。

支　援　内　容

ご自宅や当事業所内での着替え・排泄・清潔の保持など生活スキルについてお子さんの発達段階を評価し、できることが増えるよう現時点で行うことのできる関わり・工夫について助言
します。

運動遊びを中心に、お子さんの課題を解決していくための遊びを提供します。
体を動かすことに親しみを持てるように、環境設定・ルール設定に配慮を行います。様々な感覚を刺激することで発達を促すことを狙います。

本
人
支
援

好きなこと、興味のあることを用いながら興味関心の幅が広がるよう働きかけを行います。
環境設定や提示する玩具、関わり方に配慮を行い、集中できる体験が重なることを目指します。

他者との間で言葉を用いて、やりとりを行うことができるようお子さんへの働きかけを行います。
話したい、伝えたい気持ちが養われるよう提供する玩具、遊び方に配慮を行います。正しい発音、文章で話すことができるようやりとり遊びを用いた支援を行います。

他者への関心が増えるよう、提供する玩具、遊び方に配慮を行います。
お子さんの発達段階を評価した上で、物の貸し借り、待つ、ルールを守るなどの社会スキルを獲得できるように社会スキルのモデル提示を行います。

支援方針
様々なことを学ぶための土台を整えるための療育を行います。子ども達の生きる力に注目し、得意を伸ばし・苦手をフォローする方法を共に探ります。
「楽しい」と思えることを大切にし、遊びの中で生きていくためのスキルを獲得できるようにひとりひとりに合わせたプログラムを構築します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 【法人】あなたも私も大切な人　　【事業所】親子をつなげる療育を提供します

事業所名 児童発達支援すぴか ぺるれテラス 作成日支援プログラム


